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トンボの姿を⾒かけない、チョウチョの数も少なくなった、セミの種類も減った 
 
なるほど、⾔われてみるとその通りだ。 
 
⼦どものころに遊んだ兵庫県加古川市
の北のはずれには、多くの種類のトン
ボやチョウチョが⾶び交い、セミの種
類も多かった。 
 
当時捕まえていたオニヤンマや⻨わら
トンボ、クロベラ、そしてイトトンボな
どは今はほとんど⾒ることがなくなっ
た。そして、チョウチョはといえば、ア
ゲハはいるが、モンシロチョウやモン
キチョウはめっきり減ったように思う
し、よく⾒ていた⼩型のチョウは全く
⾒なくなった。 
 
セミともなればさらにその変化は⼤き
い。主流を占めていたニイニイゼミや
アブラゼミが姿を消し、クマゼミの独
裁である。 
 
トンボの幼⾍はヤゴである。⽔底を漁
ると必ずのようにヤゴがいた。そのヤ
ゴの姿はもうないのでは、と思われる状況だ。 
 
トンボの数が減ったということは、トンボが餌とする⾍の数が減ったということかもしれ
ない。⽥園には農薬が⾏き渡り、⼩さな⾍の発⽣を抑えている。最近、燕の数が減ったよう
に思えるのも、⼩⾍の減少が関係しているのかもしれない。 
 
⾃然を過去からの延⻑線上に考えると、その変化が⾒て取れ、そこに警報（アラーム）も隠
されている。 


